
さらに、救急医療の現場でもこの連携は欠かせません。救急搬送時に阿波あいネットを通じて既往歴や服薬情報が確

認できれば、初期対応の精度が大きく向上します。

「平時の便利さ」は「非常時の強さ」に、そして「救急時の確実さ」に直結します。遠隔診療・災害医療・救急医療が阿

波あいネットを介して一体となることで、徳島の医療はより強固でしなやかなものになるはずです。今後も地域の皆さまとと

もに、安心して暮らせる医療体制の構築に取り組んでいきたいと考えています。

皆さん初めまして。このたび阿波あいネットの理事を拝命いたしました、徳島県立中央病院

の白神と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。

徳島県立中央病院では、患者さんがどんな状況でも安心して医療を受けられる地域づくりを

目指し、日々の診療と並行して医療連携の強化に取り組んでいます。近年、特に重要性が

高まっているのが僻地との遠隔診療の活用、災害時の医療継続体制の確保、そして救急医

療との連携強化です。これらは異なる領域に見えますが、いずれも「途切れない医療」を支える

柱です。

糖尿病診療では、継続的なフォローが治療成績を左右します。医師不足地域での患者さ

んに対して、D to P with N形式でのオンライン診療を進めることで、生活の中で治療を続け

られる環境を整えています。早期に異常を察知し、重症化を防ぐことができる持続可能なス

キームです。

この仕組みは災害時にも力を発揮します。南海トラフ地震が懸念される徳島では、避難生

活中に糖尿病治療が途切れることが重大なリスクです。阿波あいネットを通じて平時から医療

機関同士が患者情報を共有しておけば、避難先でもカルテを確認し、適切な治療を継続で

きます。遠隔での健康相談やデータ確認が可能であれば、混乱の中でも患者さんの状態を把

握し、必要な支援につなげることができます。

徳島県立中央病院

医療局次長

患者支援センター長

白神 敦久

医療DX関連施策の進捗状況を踏まえ、普及した関連サービスの活用を基本としつつ、更なる関連
サービスの活用による質の高い医療の提供を評価する観点から、医療情報取得加算及び医療DX推
進体制整備加算の評価を見直す。 ※ 阿波あいネットは、本加算の要件を満たす体制を有している。

★ 詳細につきましては、阿波あいネットのホームページに掲載しておりますのでご確認ください。
（ 申請書、申請書記入例も、掲載しております。 ）



このたび、新設されました『電子的診療情報連携体制整備加算』をテーマとしたセミナーを開催いたします。
本セミナーでは、SECの盛長様より、制度の概要や算定に向けた対応ポイントについて、実際の運用を踏まえな
がら分かりやすく解説いただきます。
また、施設様における対応方法や導入時の留意点についてのご説明に加え、質疑応答の時間も設けております。
日頃の疑問や運用上のお悩みについて直接ご相談いただける機会となっておりますので、ぜひご参加ください。

事務局からご報告

2025年度同意書受付枚数（TOP５）

美波病院 島内科眼科 たまき青空病院 吉野川病院 敬愛の家

2026年度４月分より、利用料を改定いたしました。

詳細につきましては、ホームページに掲載しておりますのでご確認ください。

2026年度4月からの画像参照について

徳島大学病院 ・ 徳島赤十字病院 ・ 阿南医療センターは、ID-Linkより閲覧いただけます。
その他の施設につきましても、現在対応準備中です。

HumanBridge証明書の対応について（お願い）

参照施設におけるHumanBridgeの証明書運用について、順次メールにてご連絡しております。
メールが届きましたら内容をご確認いただき、記載内容に沿ってご対応いただきますようお願いいたします。
ご不明な点等ございましたら、事務局までご連絡ください。

新規施設
４月より藍住町：中川整形外科 ５月より徳島市：スリジエ子どもと大人のクリニック

盛長 志朗 氏 株式会社エスイーシー

「ID-Linkの他職種も交えた利活用事例の紹介と
最近のトピックスについて」

松久 宗英 先生 一般社団法人 阿波あいネット 理事長

「阿波あいネットの最新情報」

『電子的診療情報連携体制整備加算について』

令和８年７月６日(月) 19:00 ～ 20:00

https://forms.office.com/r/1PeVdfpwYQ


